
主催：特定非営利活動法人神戸アスリートタウンクラブ 

●スケジュール    
   8:30 チーム受付開始…代表者が受付（Cゲート内）で「申込受理証【様式2】」を提示、ゼッケン・タスキなど 
 競技に必要なものを受け取ってください。ゼッケンは、胴体前面の見えやすい位置に各自で付属の安全ピンで 
 取り付けてください 
   9:30 開会式 [選手全員、競技場トラックにお集まりください。競技に関する説明を行います] 
   9:50 第1走者スタンバイ 
   10:00 フルリレーマラソンスタート 
   10:05 ファミリーリレーマラソン10kmスタート 
 ※完走したチームには即日選手分の完走証を発行します 
 ※入賞者(上位3位)が決まりしだい種目ごとに表彰式を行います 
  表彰式終了以降にフィニッシュするチームは流れ解散とします 
   15:00 競技制限時間・フィナーレ 
 

●ご注意点 
¸ 公園は通常どおり一般に開放されています。大会参加者以外の方へも迷惑のかからないよう十分ご配慮ください。 
¸ 更衣スペース(ユニバーロッカールーム)を用意しますが、荷物は更衣室に置かず各自にて管理してください。 
¸ スタート前にコースの試走を行う場合は、周囲の安全に十分気を付けてください。 
¸ 競技には小学生も参加します。コースの設計上狭い箇所がありますが安全優先でランニングを楽しみましょう。 
¸ 具合の悪い場合、無理をして走ることは絶対に避けましょう。 
¸ レジャーテントは持ち込めません。 
¸ 火気を使用してのバーベキューなどはできません。 

神戸市営地下鉄 
「総合運動公園」 

ユニバー 
記念競技場 

フィニッシュ 

※レジャーテントの 
 持ち込みはできません。 

フルリレーマラソン ●全21 周 
第1走者のみ、スタート直後にトラックを615m余分に走ります 
(右図 A地点からスタート、トラックを1周半走行して外周コース
に進みます) 

 

ファミリーリレーマラソン10km  ●全5周 
第1走者のみ、スタート直後にトラックを100m余分に走ります 
(B地点からスタート、トラックを走行して外周コースに進みます) 
 

たすきリレー 
リレーゾーンのみで行えます 
選手ごとの周回数は各チーム任意にお決めください 
ただし小学生は1周のみ走れます 

バックスタンド 
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参加チーム手引き 

2018 年3月4日( 日)   ユニバー記念競技場と周辺園地 



1.コース・種目 

神戸ユニバー記念競技場を起点とし、神戸総合運動公園 園地を
利用した１周1980mの特設コースを周回する。 
[フルリレーマラソン(以下フル) 42.195km] 全21周と第1走者
のみスタート直後に陸上競技場での615mを余分に走る。  
[ファミリーリレーマラソン(以下ファミリー) 10km] 全5周と
第1走者のみスタート直後に陸上競技場での100mを余分に走る。 

2. 選手・走者 

あらかじめ申込みでエントリーした者を選手とする。当日の選
手変更、追加は認めない。事前エントリーの選手が参加できな
い場合は、当該選手欠員のまま参加を認めるが、欠員選手分の
参加費の返還は行わない。 
※[ファミリー]は、欠員選手が出るとチーム要件を満たさない
場合が生じるが、この場合は協議を経て競技委員長が対応を決
定する。 
タスキを装着してコースを走行する者を走者とする。競技中各
チームコース上には走者1名のみ走行できる。ただしリレーゾー
ンは次の周回をする選手(次走者)が待機しタスキを受け取るこ
とができる。 

3.  チーム 

[フル] 中学生以上で自力で1周以上を走ることのできる3人以上
10人以下の選手で構成されるチーム。性別は特定しない。 
[ファミリー] 小学生を1名以上含む自力で走ることのできる5選
手までのチーム。ただし小学生は1周のみ走ることができる。 

4. ゼッケン 

各チームにはエントリー選手数分のゼッケンが発行される。選
手は胴体前面に第3者から確実に見えるように競技終了時まで取
り付ける。ゼッケンの改造・書き込みは認めない。 

5. タスキ 

各チームにICチップ内蔵タスキ(以下タスキ) 1本が支給される。
タスキは必ず走者が装着して走る。競技終了後、最終走者は速
やかに係員にタスキを返却する。返却の確認が取れない場合は、
チームに実費請求を行うことがある。 

6. トラック・フィールド 

陸上競技場トラックへは走者と次走者のみ侵入ができる。走者
以外の選手がやむなくトラックを横断する際は、走者を妨害す
ることなく速やかに横断する。フィールド(ピッチ)への侵入は
禁止とする。 

7. リレー 

陸上競技場メインストレッチ部分にリレーゾーンを設ける。各
チームの走者交代はこのリレーゾーン内のみで、タスキを次走
者に受け渡すことで認められる。各選手の周回数は事前に届け
出る必要はない。また一度走行して退いた選手も再び走者とし
て走行できる。 

8.記録測定 

陸上競技場メインストレッチ部分に時間測定ポイントを設ける。
タスキに内蔵されたICチップが通過することで周回数、経過時
間を測定する。 
 

9.スタート 

種目ごとに定めたスタート地点から一斉にスタートする。ス
タート地点には第1走者のみ侵入可能とする。[フル]→[ファミ
リー]の順でスタートを行う。スタート地点での整列順は指定し
ないが、[フル]は危険防止のため目標タイム上位者を前にする
ように運用する。 

10 .周回数 

周回数は原則各チームにてカウントし、最終周回においては走
者は自主的にゴールレーンに侵入してゴールする。周回数は、
計測コーナーに定時に掲示する途中記録でも確認することがで
きる。 

11. フィニッシュ 

計測ポイントの外側延長上にフィニッシュラインを設ける。こ
の地点を所定の周回を終えたタスキが通過した時点が各チーム
のフィニッシュタイムとなる。直前50mのフィニッシュレーン
は同チーム選手も走者と並走することができる。 

12. 時間制限 

スタートから5時間を競技終了時間とし計測を終了する。時間内
で完走できないチームは記録なしとする。 

13. 給水 

リレーゾーン付近に給水所を設置し主催者が飲料水を提供する。
次走者にリレーを終えた希望選手が飲料水を摂る。この他の
コース上での給水・飲食は認めない。 

14. リタイア 

完走前に競技を中止する場合は、走者が近くの走路員にその旨
を申し出る。リタイアしたチームは速やかにタスキ、ゼッケン
を本部に返却する。 

15. ペナルティ 

コースを外れる、意図的に走路を妨害する、選手登録していな
い者が走行するなど不正が認められた場合、大会役員は当該走
者に走行停止をさせ同チームを失格とする。 

16. 表彰 

各種目上位3チームを表彰する。種目ごとに当該チームが決定次
第速やかに本部付近にて表彰式行う。当該チームは全選手表彰
式に参加する。 

17. その他 

事故などで競技の継続が困難な事象が生じた場合は、全チーム
の走行を中断、しかるべし措置の後復旧の確認ができた時点で
競技を再開する。その他競技規定に定めない事項で重大な変更
を余儀なくされる場合は、大会事務局の協議を経て主催者が対
応を決定する。 

●雨天の場合 
大会は雨天決行です。 

豪雨台風など荒天の場合は、下記にてご確認ください。 

  

大会公式サイト http://koberelay.jp/        

Facebook ページ https://www.facebook.com/kobeuniverrelay/ 

●競技規定 

参加チーム手引き 


